
先
月
号
で
お
伝
え
の
通
り
、
九
州
国
立
博
物
館
（
以
下11
九
博
）
が
、
十

月
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
沖
ノ
島
の
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
に
加

え
、
八
月
三
日
当
大
社
よ
り
沖
ノ
島
出
土
の
神
宝
も
―
ニ
ニ
点
出
陳
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。

九
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
日
本
文
化
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
歩
み
を
、
ア
ジ

ア
史
的
観
点
の
中
で
捉
え
る
」
と
い
う
も
の
。
そ
の
中
で
、
文
化
交
流
展
示
『

海
の
道
、
ア
ジ
ア
の
路
』
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
四
階
に
設
け
、
古
来
よ
り
対
外

交
渉
の
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
き
た
九
州
を
紹
介
す
る
。

沖
ノ
島
は
、
宗
像
（

九
州
本
土
）
S

大
島

S

対
馬
S

釜
山
（
朝

鮮
半
島
）
を
一
直
線
に

か
い
ほ
く
ど
う
ち
ゅ
う

結
ぶ
「
海
北
道
中
」
と

い
う
海
道
上
に
位
置
し
、

我
国
と
ア
ジ
ア
の
古
代

交
流
史
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、

東
は
大
和
（
奈
良
）
へ
、

西
は
中
国
、
シ
ル
ク
ロ

ヘど
う
せ
、
リ
ゅ
―

廂
製
龍
頭
」

平成 17年9月 1 日木曜日

宗

q月祭事暦

つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭

を
含
む
一
二
＿
一
点
出
陳
決
定

を
為
す
作
品
と
の
要
請
を
受
け
＼

午前10時
高宮祭
第二宮•第三宮祭
弓 1 き油ぎ

宗像護国神社
月命日祭(I 日）
遥拝 (I 5 日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(I 8) 

※ 1 日は併せて
風鎮祭斎行
豊栄舞奉奏(15 日）

23日
皇霊殿遥拝式 午前10時～

31 日秋季大祭
総社地主祭午後5時～
よいみや

宵宮祭 午後6時～

味噌せんべい・博多の四季

未舗始月魯
代表取締役三野拓蔵
〒812-0029

福岡市博多区古門戸町1-11
TEL 092-291-2966 
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第535号（第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成17年9月 1 日木曜日

出陳品名

①金銅製龍りゅう頭とう 1対(2点）

②ガ格規矩籍 1面

③内ない行こう花かも文ん鏡きょう 1 面

④三さん角かくぶ縁ち神しんじ獣ゅう鏡きょう 1 面

⑤金銅製心しん葉ようが形たぎ杏ょう葉よう 5点

⑥金銅製歩ほよ揺うつ付き雲う珠ず 3点

⑦金銅製人ひと形がた⑧雛ひなが形た紡ばう織しょく具ぐ 17点

⑨滑石製円板⑩剣けん形がたひ品ん 44点

⑪滑石製馬うま形がた 12点

⑫滑石製舟ふな形がた 28点

⑬奈良三彩小壷 2点

⑭祭祀用有ゅう孔こう土器 3点

⑮壷 1点

⑯大おおが甕め 1 点

⑰器きだ台し‘ 1 点

合計 17件 122点

ー
ド
を
経
由
し
ペ
ル
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
ま
で
続
く
一
葉
」

壮
大
な
、
文
化
の
路
を
語
る
上
で
も
重
要
か
つ
、
一
点
。

現
在
で
も
信
仰
の
対
象
で
あ
る
特
異
な
島
で
あ
る
。
一
今
回
の
出
陳
は
、
九
博
開
館
後
約
五
ヶ
月
間
で

九
博
か
ら
は
「
文
化
交
流
展
示
の
根
幹
を
為
一
来
年
三
月
十
五
日
ま
で
。
そ
の
後
も
平
成
十
九
年

す
作
品
で
あ
る
」
と
の
要
請
を
受
け
、
社
内
で
一
秋
ま
で
、
出
陳
品
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
神

検
討
の
結
果
、
前
例
の
な
い
、
量
・
質
と
も
に
一
宝
の
一
部
を
出
陳
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

異
例
の
出
陳
が
決
定
し
た
。

こ
の
『
海
の
道
、
ア
ジ
ア
の
路
』
で

は
、
旧
石
器
S

縄
文
時
代
、
弥
生
S

古
墳

時
代
、
奈
良
ー
平
安
時
代
、
鎌
倉S
室
町

時
代
、
安
土
桃
山
S

江
戸
時
代
の
五
つ
の

時
代
こ
と
に
別
け
、
約
八
0
0
件
を
展
示

す
る
。
当
大
社
の
出
陳
品
は
、
そ
の
内
の
「

弥
生
S

古
墳
時
代
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示

さ
れ
る
。

出
陳
品
は
、
神
宝
館
で
も
メ
イ
ン
展
示

り
ゅ
う
と
う

品
の
―
つ
で
も
あ
る
「
金
銅
製
龍
頭
」
「

し
ん
よ
う
が
た
ぎ
ょ
う

三
角
縁
神
獣
鏡
」
「
金
銅
製
心
葉
形
杏

ほ
よ
う
つ
き
う
ず

「
金
銅
製
歩
掘
付
雲
珠
な
ど

宮 宗1象建設協力令 事務局
〒811-3217 福津市中央5T 目 1-20
TEL (0940)42-3085 

株
式
靡
井
上
建
設

〒
八
―
一
I

一
＿
＿
ニ
ー
七

福
津
市
中
央
五
丁
目
一
＇
二0

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
'
0
三
二
三

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
，
〇
三
二
七

井
上
重
信

株
式
貪
桜
井
建
設

〒
八
―
-
'
三
二0
ニ

福
津
市
畦
町
三
四
六

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
，
—
-
八
八

F
A
X
0

九
四
O
'
四
三
'
-
五
二
六

櫻
井
良
行

株
式
魯
篠
崎
建
設

〒
八
―
-
'
三
二0
五

福
津
市
内
殿
一
0
ニ
ー
＇
九

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
，
〇
六
一
七

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
＇
〇
六
七
五

篠
崎
清

株
式
会
社
田
畑
建
設

〒
八
―
-
'
三
ニ
ー
九

福
津
市
西
福
間
三
'
-
五'
1
0

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
，
〇
五
一
三

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
，
五
二
八
五

田
畑
博
規

株
式
会
社
日
新
建
設

〒
八
ー
一
＇
三
四
三
一

宗
像
市
田
熊
四
丁
目
一
三
＇
六

T
E
L
O

九
四
O
'
三
六
＇
二
二
三
一

F
A
X
0

九
四
O
＇
＝
一
六
＇
四
七
九
八

長
尾
榮
次

株
式
会
社
松
崎
紐

福
岡
市
中
央
区
荒
戸
一
丁
目
二
，
一
四

T
E
L
O

九
二
，
七
五
一
＇
三
六
九
二

〒
八
―
―
'
三
三0
五

福
津
市
宮
司
一
八
四
四

F
T
A
E
X
L
O
O

孟
0
0
9
竺
＇
二
誌

松
崎
芳
勝

松
本
紐
建
設
株
式
会
社

〒
＼
一
―
'
三
五0
1

宗
像
市
神
湊
一
0
二
0

T
E
L
o

九
四
O
'
六
二
，0
0

一
六

F
A
X
0

九
四
O
'
六
二
，0
-

ー
、
＿
‘

松
本
羨
次
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第535号（第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成17年9月 1 日木曜日

欝
P

越
の
大
祓
式

月は行に 行越い
と全わよ大さの陽七
十国れり祓れ大射月
ニ各て‘式た祓し三
月地来国は゜神が十
ののた家‘ 事照一
胃神伝的奈 がり日
社統祭良 、っ

ビにあ事時 古けタ
肩諄贔も岱 儀る刻
継式て昔 に午と

点がで全ょ 則後は
てれあ国り り五い
‘り津神 厳時え

閾旧‘々祇 粛よ真
。暦今浦官 裡り夏
の日々のに‘の
六でで命 斎夏強

直れの代作 祈に
径た川‘業当る行当

こ／ー9-J·"··―’そ゜翠覧忍且房：在
ー同左廻り、右廻りに茅の輪を廻る 1 の作協配明恒おで

ト後業力さけ例りは
者 半息切ぶを た前氏れ紅 出げ災こ神ルーが会れ方祭‘新
全続年吹麻空奏高゜に子‘白定来ず難の門に同行のたか典猛暦
員い間をー上向 参崇神人麿刻る健を茅，―もでわ皆がらと暑‘
でての吹でし権 集敬島形松‘と全祓輪価及‘れ様‘雨なを月
‘‘罪き祓た宮 し者宮がf全伝ない奎えぶー の早がつ無遅
神・かぃ後司 ‘約司茅国承生去厖付大定大御朝パて事れ
島織け、‘が 神三以輪かさ活り、潜け茅の星奉よラい越の
宮をて 参ー 事〇下のられを れら輪長の仕りつるし七
司祓切ゴま列＿ が 0 神前寄て送暑ばれがさ茅で田き°‘月
以つり祓汀者大 開名職にせいを気、た奉量が大島‘ 災三
下な裂物げ各喜 始が‘供らるーし邪゜製に準社地茅 厄—ト
参 き一の人 さ神巫えれ゜とも気古さ揃備近区取 除一
列 ‘にーー れ門女らた がめ・来れえさく総り を日

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

茅
輸
を
左
に
廻
り

み
な
っ
き
の
夏
越
の
祓
へ
す
る
人
は

千
歳
の
命
廷
ぷ
ど
い
ふ
な
り

茅
輪
を
右
に
廻
り

思
ふ
こ
と
皆
つ
き
ね
て
と
麻
の
落
を

切
り
に
切
り
て
も
祓
へ
つ
る
が
な

さ
ら
に
茅
輪
を
左
に
廻
り

宮
t
r
l
の
清
き
流
れ
に
楔
セ
ば

祈
れ
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
は
な
し

と
古
歌
を
奉
唱
し
な
が
ら
、
一
一
一
度
潜
り
、
無
病
息

災
を
祈
っ
た
。

引
き
続
き
、
本
殿
へ
と
参
進
し
夏
越
祭
を
斎
行
。

国
家
・
皇
室
の
安
泰
と
繁
栄
、
氏
子
崇
敬
者
と
、

全
国
か
ら
人
形
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の
健
康
・
災

難
消
除
を
祈
念
す
る
祝
詞
が
、
神
島
宮
司
に
よ
り

奏
上
さ
れ
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
「
豊
栄
舞
」
が

奉
奏
さ
れ
、
夏
恒
例
の
一
大
神
事
は
滞
り
な
く
終

了
し
た
。

言宗1象タクシー協会 連絡先
〒811-418.3宗像市土穴398-11
TEL (0940) 3.5 -1111 

み
な
と
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

恥
表
取
締
紐
古
野
浩

宗
像
市
土
穴
三
九
八
I
-
―

T
E
L
O

九
四
0
』
一
手
一
＝
一
三
一

新
星
交
通
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
森
正
彦

宗
像
市
束
郷
八
九
四
l
-
―
-

束
郷
営
業
所

T
E
L
O

九
四
0
，
＝
一
六
＇
ニ
ー
三
八

宗
像
西
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

恥
表
取
締
紐
小
金
丸
重
樹

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
二
，
七
＇
三

T
E
L
O

九
四
O
'
三
二
＇
四
一
三
一

宿
像
グ
リ
ー
ン
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
藤
瀬
政
敏

宗
像
市
河
束
一
0
六
一

T
E
L
O

九
四
O
'
三
三
＇
三
三0
三

宗
像
平
和
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

咬
取
締
紐
塩
川
浩
一

福
津
市
中
央
三
丁
目
八
'
-
―

T
E
L
o

九
四
O
'
四
二
'
0
0
四
0

福
栄
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

此
表
取
締
紅
保
井
享

福
津
市
西
福
間
二
丁
目
一
0
,
=
-

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
，
〇
三
七
三

宗
像
交
通
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
塩
川
浩

福
津
市
津
屋
崎
七
一
九
＇
五

T
E
L
O

九
四
0
，
五
二'
0
0
一
五
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第535号（第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 ェQ日 1 日木曜日四

八
月
七
日
、
七
夕
伝
説
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
●
織
女
社
」
が
向
き
合
っ
て
鎮
座
し
て
い
る
。
一

る
筑
前
大
島
・
中
津
宮
に
お
い
て
七
夕
祭
が
斎
ー
当
日
早
朝
よ
り
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
（
佐
藤
一

行
さ
れ
た
。
一
千
里
会
長
）
、
同
敬
神
婦
人
部
（
河
辺
恒
子
一

み
た
け
さ
ん
一

同
宮
境
内
に
は
、
大
島
で
最
高
峰
の
御
嶽
山
一
部
長
）
、
同
翼
賛
会
（
上
野
美
実
会
長
）
の
一

を
源
流
と
す
る
伝
説
と
同
じ
「
天
の
川
」
が
一
御
奉
仕
に
よ
り
竹
取
や
飾
り
付
け
な
ど
が
行
わ
ー

流
れ
、
こ
の
清
流
を
挟
み
「
牽
牛
社
」
と
「
一
れ
た
。

ま
た
、
辺
津
宮
境
内
で
各
地
か
ら
の
一

参
拝
者
が
願
い
を
込
め
た
短
冊
も
、
こ
一

の
日
大
島
に
運
ば
れ
、
飾
り
付
け
を
終
一

え
る
と
島
は
七
タ
ム
ー
ド
一
色
と
な
っ
た
。
一

午
後
七
時
前
に
は
、
浴
衣
姿
と
な
っ
―

た
島
民
や
、
島
外
か
ら
の
参
拝
者
が
続
々
一

と
中
津
宮
へ
と
参
集
し
、
大
島
青
年
団
一

（
福
崎
義
幸
団
長
）
奉
仕
に
よ
る
「
一

金
魚
す
く
い
」
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
、
一

ま
た
翼
賛
会
奉
仕
に
よ
る
「
カ
キ
氷
一

」
が
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
七
一

タ
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
一

午
後
八
時
か
ら
は
七
夕
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一

参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
を
込
め
玉
一

串
を
捧
げ
た
。
祭
典
後
に
は
、
恒
例
の
一

七
夕
踊
り
が
大
鳥
居
を
囲
ん
で
行
わ
れ
、
一

島
民
も
、
来
島
者
も
、
子
供
も
、
大
人
も
、
一

皆
で
七
夕
の
夜
を
盛
り
上
げ
た
。
一

ま
た
、
大
島
に
と
っ
て
本
年
は
宗
像
一

市
と
の
合
併
元
年
。
記
念
事
業
の
一
っ
—

と
し
て
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー

夏
の
夜
に
筑
前
大
島
で4百

` 

＇
，
函

學

` * 

ウ
ム
で
、
夏
季
特
別
番
組
『
天
の
川
S

大
島

の
星
物
語
S

』
が
上
映
中
で
あ
り
、
同
代
表

の
加
藤
治
氏
も
来
島
、
照
海
殿
を
使
っ
て
の
「

星
の
勉
強
会
」
が
行
わ
れ
、
星
が
き
れ
い
に
見

え
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
大
島
の
子
供
た
ち

は
、
そ
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
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七夕祭祭典の様子 竹燈や笹竹で飾リ付けされた筑前大島
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ii神；‘
ii宗守：
・｛象

宗像大社御神酒醸造元

勝屋酒造合名会社
社長山本博次

福岡県宗像市大字赤間957
TEL(0940) 32-3010 FAX(0940) 32-4 772 

地球に優し いひとと きを・・・

Genkai Group 
玄海ワluーフ
〒811-3502 福岡県宗像市江口978-52
本社 TEL 0940-62-0653 FAX 0940-62-l 565 
URL http:/ /www.genkai-g.co.jp 

玄海珊境グルーフ

（有）玄海環境サービス （宗像市許可業）
口一般廃棄物収集•運搬
口浄化槽の維持管理

玄海クリーン（有） （宗像市委託許可業）
口一般•産業廃棄物収集・運搬•処理

叛屠舌見舞｀亨 ー
>• 、

dます
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宗像大社秋季大祭
t、しま ほうじ ‘ 

（川島放生会） の御案内
当大社最大の神事、秋季大祭を下記日程で斎行致します。皆様の御参拝を心よりお待ち申し上げます。

宗像大社秋季大祭（田島放生会）日程

海上神幸 9:30 大島港出港

（みあれ祭） 10:30 神湊港入港
10月 1 日（土）

於＝辺津宮本殿
一日祭 11 :40 
（入御祭） 主基地方風俗舞奉奏

流鏑馬神事 8:00 胎＝神門前参道

10月2日（日）
於＝辺津宮本殿

二日祭 11 :00 
翁舞奉奏

三日祭
拾＝辺津宮本殿

11 :00 浦安舞奉奏

高宮秋季大祭
10月3日（月）

第二宮・第三宮 三日祭終了後引き続き、
秋季大祭 各社に分かれ同時斎行

宗像秋護季大国神祭社

献茶祭 14:00| 拾＝辺津宮本殿
宗像大社社務所
(0940)62-1311 (1t) 

※尚、本年より秋季大祭終了奉告祭（仮称）を、高宮斎場で3日の薄暮（18時過ぎ）よリ
執リ行います。
邑答が浮かび上がる浄闇の中、高宮斎場で行われる悠久の 神事に是非御参列下さい。

先
日
、
本
殿
の
賽
銭
箱
に
、
過
去
の
奨
学
金

受
給
生
と
み
ら
れ
る
匿
名
の
方
か
ら
、
初
穂
料

十
万
円
と
、
次
の
よ
う
な
メ
モ
書
が
添
え
ら
れ

納
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
御
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
昭
和
四
十
一
ー
四
十

三
年
度
の
期
間
に
宗
像
大
社

奨
学
金
を
い
た
だ
い
た
者
で
す
。

お
陰
様
で
、
そ
の
後
九
州

大
学
大
学
院
の
修
士
課
程
を

修
了
し
て
、
東
芝
に
就
職
し
、

少
し
は
社
会
の
お
役
に
立
て

た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
五
十
五
歳
の
選

択
退
職
を
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
機
会
に
少
し
で
も
恩
返

し
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と

思
い
、
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、

御
礼
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
導
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

奨
学
金
受
給
生
か
ら

'⑲悶閂雷霜:如l湊の昧。
ナカマル醤油即翻；
宗像市神湊 1118

TEL 0940-62-0003 FAX 0940-62-0353 昭和 15年頃のナカマル罹油本店 5
 

゜゚゜3
 
3
 

゜
4
 

, 
゜二

具
修
山

＜
家
田
城

ら
寺

8
-
5
 

ひ
山

1
5
3

占
戚
長
，
―

大
社

5
1
3
3

を
社
役
丸
一

心
0
『
締
頭9

4
0

砂
式
麟
虹
い

暮
株
代
宗
本ロ

‘“' ! 
限
社

有
会 丸 宝 印刷

(I日大和印刷）

代表取締役社長福田雪雄
福岡市博多区吉塚4丁目 11 番32号
TEL 092-612-0030 FAX 092-612-0037 

宗豫大社神酒

合資会社t丑3王2ドL与
代表者伊豆善也

福岡県宗像市武丸1060
TEL 0940-32-3010 FAX 0940-33-0512 

JA 宗像農業協同組合
代表理事組合長 寺島 俊基
宗像市東郷4丁目 3番 l 号 TEL 0940-36-4110 

支店長中野修
宗像市深田75-1 TEL 0940-62-1515 

印刷のことならお気軽にご一報ください
名刺・封筒·はがき·カラー印刷・製本のことなら

0 中ノI“刃鼻／福岡県福津市津屋崎975 TEL0940-52-0044 FAX0940-52-0414 

本 店

田島支店

叛屠西見舞，亨 ー
> 

ゞ

dます
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今
年
で
五
十
回
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
「
―

中
津
宮
七
夕
揮
瑳
会
」
が
、
七
月
二
十
二
日
筑
一

前
大
島
に
鎮
座
す
る
中
津
宮
で
、
約
一
五0
人
一

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
一

書
道
教
育
の
振
興
を
目
的
に
、
昭
和
三
十
一
ー

年
に
始
め
ら
れ
た
こ
の
揮
嘔
会
は
、
数
あ
る
宗
一

像
大
社
の
神
振
行
事
の
中
で
最
も
歴
史
を
有
し
一[l — 神日問地 て

する子供たち（飴＝大島小学校） iE紺E 々 C) カヽ猛；ぃ

船各 会協 つにと行 い楽るは れ各御午をの中ら暑そ
三三岡賞 裏力大いは卜わ午大し恒‘そた先神に集練‘多の
木木リ、し受 のに島たーロれ後島み例大の゜生前は中習揮く中

欠lI 賞 内よ島゜同フ‘三の‘の島問 方に全さの嘔の‘
悶骨翡者 にり民 大イ葦時自島-,の‘ に奉作せ成会子今
香里は 幕‘を 島 1 津力、然でサ方緊 ょ献品‘果場供年

左 を五は のが禰らをしザ々張 っしが懸をで達も
祠祠記 閉十じ 思手宜、大ヵ‘ェのか てた中命発あが大
悶醤盆 且開彦 悩讐忍盟贔悶阿悶倫 開後悶醤門癸鷹魯
小中 り 記く をれ入宮喫こー召誓 な福に臨よ島゜勿
= _ 念の 胸‘賞でしとや行れ 審岡提目う小限論
年年 大方 に午者表たの海わた 査書出にと学ら‘
-..__.. 会々 家後に彰゜で水れ子 が道さ挑筆校れ県

もの 路四貨式 き浴て供 行会れん先でた内
盛こ、 に時状が なをい達 わの‘だに‘時各

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

回

た
な
ば
た
さ
ご
う
か
、

中
津
宮
七
夕
揮
受
会

付，i）<‘,i•:',i•:‘,i:',j•：リ、しリ1し
つ矢白松 l"J末与松本佃I 原原隈池井像与大像松磯像J::井像門安教鈴衣議
る野石原田吉田原[[f l,} 柊之 Ili IIi Ili A fi 会

追 イi J::土教田津滋原脇反村上社田部委木川滋
ゆ桃な聡郁礼実周真会 特 ff 1-.t 貨 ‘::f ii l之
る子琶壱美奈摩蔵限‘貨由愛別祐健委真奈貨詩祐 真史 I il さ未会琴枝貨
、 • 、 ヶ — ` と ` ‘ーー、 ‘ • ` • 、 • • - • • • - • 

梨 ft太 L1 ‘貨と奈買
の東津篠自雙藤篠雙 亜梨 郎稔会子々 歩太 謀穂 み美 音里

閤烹悶累農漿靡累靡 ^ ^ ^ ^ ti. ^ ^ —ー ー＾ ^ ^ ^ ^ 
2 四小＝南五六六＝ 柳柳 笹中 み雙 篠城 福中 自玄 津津
保年二年＇1‘ 年年年年 城河 丘央 の薬 栗山 岡央 由海 屋屋
畠一年一悶一一ーー 中小 小中 り中 小中 小中 ケ中 崎崎
- - - = _L,. 六ー 保＝ —- 五学 丘＝ 小中

下攣 団り門門員門王門門犀漿門問犀
｀→一ー， . ｀一’ `--/’ 

年
、_ 9 

尚
文
9
"森只

山
下
知
恵
（
城
山
中
三
年
）

高
山
明
日
香
（
吉
武
小
六
年
）

萩
あ
り
す
（
南
当
仁
小
六
年
）

花
田
理
沙
（
津
屋
崎
小
五
年
）

益
野
優
生
（
赤
皿
小
四
年
）

川
崎
千
尋
（
詈
固
小
四
年
）

中
村
優
花
（
八
田
小
三
年
）

高
崎
育
美
（
三
苫
小
二
年
）

た
か
た
み
の
り
（
津
屋
崎
小
一
年
）
広

5

写真は一生の財産です
いつせい

Photo Studio -勢で←
美しい証明写真•宮参り百日誕生・七五三・ ヤ
同窓会記念 各種出張撮影致します。 I. 

福岡県宗像市田熊1180-6 TEL 0940-36-8596 

創業大正七年鮮魚•海産物

¢五誓；［讐言；（土？
ファミリーストア岡山
岡山秀雄
福岡県宗像市神湊 1000
TEL 0940-62-0134 
FAX 0940-62-2914 

SANCS 
事務機文具・オフィス家具

株式会社サーンクス

代表取締役社長藤井俊孝

宗像市東郷 109-3
TEL 0940-37-2150 
FAX 0940-37-2428 

食料品•青果・たばこ

田中商店
福岡県宗像市神湊1052
TELｷFAX 0940-62-0122 

出光興産株式会社販売店
東京海上日動火災保険（株）代理店

⑨吉井廂事株式会社昴
代表取締役社長吉井英海 ' 

記昇mm灯盆―7FAX0940-62-3343i 

叛屠西見舞 占
rr
 

> 
d' 
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八
月
二
日
正
午
過
ぎ
、
古
代
復
冗
船
”
海
王
“
ー
航
海
の
概
要
を
説
明
し
、
―
­

は
博
多
港
に
入
り
、
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多
一
見
学
者
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。
一

埠
頭
に
繋
留
さ
れ
た
。
一
さ
て
「
大
王
の
び
つ
ぎ

熊
本
県
宇
土
市
綱
津
町
馬
門
の
石
切
り
場
で
加
こ
の
石
棺
と
な
っ
た
原
石
は
、
熊
本
県
宇
土
市
馬
一

工
さ
れ
た
家
型
石
棺
を
後
に
び
い
て
い
た
。
一
門
に
産
す
る
も
の
で
、
阿
蘇
山
の
大
爆
発
で
流
れ
一

古
代
船
は
樹
齢
五0
0
年
の
ア
メ
リ
カ
松
を
使
ー
出
た
火
砕
流
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一

っ
て
志
賀
島
の
造
船
所
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
正
式
の
名
称
は
「
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
」
と
呼
ば
れ
一

全
長
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
七0
セ
ン
チ
、
宮
崎
ー
る
。
こ
の
石
は
熊
本
は
も
と
よ
り
大
分
、
宮
崎
か
一

県
西
都
原
古
墳
の
埴
輪
を
模
し
た
も
の
で
、
漕
手
一
ら
福
岡
ま
で
分
布
し
、
八
女
の
灯
籠
石
も
こ
の
石
ー
く
な
り
、
宇
土
半
島
周
辺
の
古
墳
に
使
わ
れ
る
が
、

一
八
名
等
を
中
心
と
し
て
、
三
S

四
名
が
乗
組
ん
ー
で
、
我
々
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
い
。
あ
の
筑
紫
一
六
世
紀
末
に
は
推
古
女
帝
と
そ
の
子
竹
田
皇
子
が

だ
。
石
棺
は
丸
太
を
筏
状
に
し
て
、
木
箱
の
中
に
一
君
磐
井
の
募
と
さ
れ
る
岩
戸
山
古
墳
の
石
人
や
石
一
合
葬
さ
れ
た
奈
良
「
植
山
古
墳
」
か
ら
と
、
推
古

蓋
石
だ
け
が
置
か
れ
、
外
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
馬
も
こ
の
時
の
も
の
で
凝
灰
岩
で
あ
る
。
軟
ら
か
一
女
帝
の
甥
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
大
阪
市
・
四
天

開
か
れ
て
い
た
。
石
棺
は
雨
に
濡
れ
て
ピ
ン
ク
の
一
く
加
工
し
や
す
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
黒
灰
色
ー
王
寺
南
大
門
正
面
に
あ
る
「
礼
拝
石
」
も
馬
門
石

色
が
一
層
彩
や
か
に
見
え
た
。
ー
や
灰
白
石
も
あ
り
、
宇
土
市
の
馬
門
石
の
よ
う
な
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
（
以
上
馬
門
石
マ
ッ
プ
よ
り
）
。

時
折
り
雨
が
降
る
中
に
見
学
者
は
後
を
絶
た
な
ー
ピ
ン
ク
色
を
し
た
も
の
も
あ
る
。
ー
と
に
か
く
宇
土
の
馬
門
石
（
ピ
ン
ク
石
）
が
、
は

い
。
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
ろ
う
か
、
熱
心
に
実
験
ー
こ
の
ピ
ン
ク
色
し
た
石
が
古
墳
時
代
人
の
目
に
一
る
か
近
畿
地
の
方
の
王
募
や
豪
族
達
の
墳
墓
の
石

ざ
ー
と
ま
っ
た
の
は
、
五
世
紀
前
半
で
上
天
草
市
大
矢
一
棺
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ー
野
町
の
長
砂
連
古
墳
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
一
古
代
船
を
復
元
、
彼
等
を
葬
っ
た
石
棺
を
復
刻

一
石
は
宇
士
市
と
そ
の
周
辺
で
一
―
―
埜
ほ
ど
が
確
認
ー
し
て
、
実
際
に
船
で
運
ぶ
と
い
う
規
模
の
大
き
さ
。

一
さ
れ
て
い
る
。
更
に
遠
く
岡
山
県
の
「
造
山
古
墳
一
古
代
史
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
限
り
な
い
ロ
マ
ン
を

ー
」
に
黒
灰
色
の
溶
結
凝
灰
岩
の
石
棺
が
あ
る
。
更
一
掻
き
立
て
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
学
術
的
に
も

ー
に
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
に
な
る
と
大
阪
府
一
実
験
考
古
学
と
い
う
試
み
が
あ
り
、
色
々
な
問
臨

丙
の
古
墳
の
石
棺
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ー
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ー
な
か
で
も
伝
継
体
大
王
陵
と
さ
れ
る
今
城
古
墳
一
博
多
港
に
着
い
た
古
代
船
は
三
日
、
大
島
に
む

一
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
「
大
王
の
び
つ
ぎ
ー
け
て
出
発
。
予
定
と
し
て
は
瀬
戸
内
海
を
通
り
、

ー
」
は
、
こ
の
古
墳
か
ら
の
も
の
が
タ
イ
ト
ル
に
な
一
途
中
い
く
つ
か
の
港
に
寄
っ
て
大
阪
南
港
に
は
八

一
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
時
近
畿
地
方
に
運
ば
れ
な
一
月
二
六
日
に
着
く
と
い
う
。

（続）

196 

い
し
い

た
だ
し

. 
．
ヽ
ヽ

• 

玄海ホテル旅館組合
海

宴

C

応
コ1
0
0
1
0
0

国
民
宿
舎
ひ
び
き

C

岳
濯
心
二
八
八

み
な
と

荘

(
0九
四
0
)

C
さ
一
ー
ニ1一
五
五

松

風

荘

(
0九
四
0
)

C
さ
一-
0
1
1
1
0

は

ま

荘

C

屁
濯
o
g
J
i

o
o

は
な
わ
ら
び

C

尼
コ1心
云
六

高

嘉

玄海国定公園の中ヽと

ー風光明媚、生．魚科理、宗像大社となり一

旅
館

C

兌
泣
翌

神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
C

兌
追
謬
冗
。
。

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
C

笠
認

玄
海
旅
館

C

唸
濯
o
g
o
o

魚

屋
別
館

C

唸
濯
琴1

1一
五
五

知魚 l 泉

屋
本
店

C

唸
濯
コ
）

館

C

応
濯8
0
1
1

一
五
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ー
な
つ
か
し
き
し
9
を
叫
き
し
は
よ
け
れ
ど
も
＂
“
し
ゾ
ち
て
く
る
比
き
屯
f
叩
に

一
（
評
）
以
前
福
井
の
商
工
会
議
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
質
問
項
目
の
な
か
の
、

ー
長
電
話
と
は
九
時
間
と
答
え
た
人
が
い
た
。

一
宗
像
市
田
野
森
甲
子

一
復
ぢ
淡
柑
き
の
家
涼
し
く
て
で
こ
ぼ
こ
の
t
訓
踏
め
ば
な
ほ
さ
ら

ー
（
評
）
昔
の
家
の
三
和
土
の
土
間
の
涼
し
さ
は
今
の
人
に
は
判
ら
な
い
だ
ろ

ー
う
。
「
踏
め
ば
な
ほ
さ
ら
」
が
い
い
。

ー
宗
像
市
朝
野
藤
井
浩
子

一
両
側
は
水
似
川
に
し
て
い
索
心
を
泥
落
し
つ
つ
排
迎
機
ゆ
く

ク
サ
イ
エ
島
よ
り
牛
遥
の
大
な
り
き
洒
を
酌
み
つ
つ
思
い
出
晶
ら
う
一
（
評
）
汚
し
た
泥
も
や
が
て
雨
が
流
し
て
く
れ
る
頃
に
は
、
苗
も
伸
び
涼
し

（
評
）
今
年
で
戦
後
六
十
年
。
ま
だ
あ
の
戦
い
の
記
憶
の
う
す
れ
な
い
一
気
な
青
田
と
な
る
。

人
達
が
い
る
。
石
松
さ
ん
は
直
接
に
、
井
田
さ
ん
は
夫
を
通
し
一

て
そ
れ
を
詠
う
。
共
に
貴
重
な
人
々
で
あ
る
。
一
う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
一
摘
果
せ
ず
な
り
ゆ
き
委
せ
の
批
把
の
水
に
貨
の
あ
ふ
れ
つ
つ
実
の
熟
し
た
り

一
（
評
）
今
年
は
枇
杷
の
当
り
年
だ
っ
た
の
か
、
果
物
好
き
の
私
に
は
羨
ま
し
い

登
r
i
l
"
人
り
て
す
ぐ
に
頭
t
か
ら
一
出
悩
く
時
瓜
叫
＜

（
評
）
何
処
の
山
だ
ろ
う
か
、
杉
田
久
女
が
英
彦
山
に
何
日
も
通
っ
て
得
た
一
風
景
。

と
言
わ
れ
る
「
甜
し
て
山
時
鳥
ほ
し
い
ま
こ
の
名
句
を
思
い
出
一

し
た
。
一
宗
像
市
光
岡
佐
藤
純
一

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子
ー
伊
太
利
は
l
i
ぐ
つ
の

1
で
地
中
洵
の1
1輪
あ
び
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
あ
り

一
（
評
）
破
天
薙
な
詠
み
ぶ
り
、
た
だ
事
柄
が
常
識
的
な
処
が
惜
し
い
。

す
ぐ
そ
ば
に
烈
蹄
け
ど
姿
な
し
澄
み
た
る
占
の
1
1
1
r
ず
の
径
一

（
評
）
烈
は
夏
に
は
平
地
か
ら
山
地
に
帰
っ
て
繁
殖
を
す
る
が
、
そ
の
一

頃
の
過
敏
な
郊
で
あ
ろ
う
。
ー
選
者
詠

宗
像
市
池
田
森
龍
子
一
手
を
ふ
り
て
砂
丘
を
の
ぼ
り
ゆ
く
友
を
エ
ン
ジ
ュ
の
青
葉
の
下
に
見
送
る

一
再
の
目
を
君
ら
と
遊
ぶ
事
あ
る
や
砂
丘
の
裾
の
登
顔
の
花

お
ど
お
ど
と
見
廻
すH
n
と
1
1が
合
ひ
て
思
は
ず
顔
を
伏
せ
て
息
を
詰
む
―
ま
た

（
評
）
目
白
た
ち
に
そ
そ
ぐ
作
者
の
優
し
い
こ
こ
ろ
が
見
え
る
。
―

福
津
市
在
自
佐
々
木
和
彦
―

雉
旭
の
暗
く
リ
ズ
ム
に
て
明
け
る
朝
良
き
ポ
あ
れ
な
今
H
の
い
ち
に
ち
ー

（
評
）
小
鳥
の
歌
が
四
首
続
い
た
が
、
こ
の
一
首
は
作
者
と
の
か
か
わ
り
合
一

が
色
濃
く
、
勤
勉
で
且
つ
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
作
者
の
顔
が
覗
く
。
一

福
岡
市

南

区

井
田

有
久
衣

宗
像
市

い
さ
さ
か
の
風
に
低
先
の
ふ
れ
合
へ
る
楓
杓
菜
の
ド
に
て
憩
ふ

（
評
）
憩
い
な
が
ら
作
者
の
胸
中
を
去
来
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
、

手
練
の
作
品
。

宗
像
市

日
の
里

大

井

石
松

戦
反
と
1
1
遊
み
た
る
「
緩
分
河
小
唄
」
唄
へ
ば
今
も
哀
愁
の
わ
く

木
原

弘
次

ふ
さ
子

第
五
二
九
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

砂
丘
に
咲
く
顔
花
の
う
す
き
紅
八
十
歳
は
期
し
が
た
き
年

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

光
岡
白
土
凌
一

文
月
来
て
や
っ
と
降
り
た
る
恵
み
雨

東
郷
田
中
憲
象

す
れ
す
れ
に
海
上
走
る
燕
か
な

日
の
里
花
田
い
つ
枝

夜
半
の
風
月
下
美
人
の
開
き
き
る

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

ハ
ウ
ス
中
錢
の
切
れ
そ
う
な
メ
ロ
ン
な
る

吉
田
杏
子

呆
け
て
も
消
え
ぬ
思
び
出
夏
椿

田
中
雨
葉

遊
安
船
釣
舟
湖
上
の
入
道
雲

木
原
房
子

青
紫
蘇
は
天
然
生
え
に
足
ら
び
け
り

後
E
-
[
[
<
[
[
[
[
]
い
[

る
と
「
あ
っ
、
あ
そ
こ
は
た
ぶ
ん
神
社
だ
な
」
と

分
か
り
ま
す
。
住
宅
街
、
田
園
風
景
、
山
の
麓
で
ポ

ツ
ン
と
高
い
木
が
そ
び
え
る
森
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は

も
リ

ま
ち
が
い
な
く
神
社
「
鎮
守
の
杜
』
で
すT当
大

社
も
豊
か
な
杜
で
、
初
夏
は
蛍
、
こ
の
時
期
日
中
は

蝉
が
鳴
き
、
夜
は
カ
ブ
ト
ム
シ
（
マ
ム
シ
も
出
ま

す
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
日
本
に
は

五
0
0
種
類
、
九0
万
匹
の
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
プ
ト
ム

シ
が
輸
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
▼
こ
の
夏
も
夜
に
な
れ

ば
虫
か
ご
を
も
っ
た
家
族
連
れ
を
、
境
内
で
よ
く
見

か
け
ま
し
た
。
境
内
を
一
周
す
れ
ば
、
必
ず
カ
プ
ト

ム
シ
が
採
れ
ま
す
。
た
だ
御
祭
神
が
姫
神
様
だ
か
ら

か
、
ほ
と
ん
ど
が
メ
ス
で
す
。
小
生
も
ま
だ
宗
像
で

は
メ
ス
し
か
捕
ま
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

夏
は
終
り
ま
す
が
、
来
夏
は
夜
の
宗
像
大
社
に
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

(
M
.
o
)

編

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
四
）
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